
１
　
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
、
新
た
な
る
発
見

１
・
１
　
問
題
意
識

現
在
、
日
本
文
化
研
究
の
国
際
化
の
必
要
性
が
声
高
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
初
期
に
日
本
文
化
の
国
際
化
に
努
め
た
先
覚
者
た
ち
の
努
力
が
、
正
当
に
理
解
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
こ
の
こ
と
に
、
わ
た
し
は
大
き
な
危
機
感
と
不
満
を

感
じ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
外
国
人
で
あ
れ
ば
来
日
し
て
文
化
摩
擦
に
苦
し
ん
だ
し
、
日
本
人
で

あ
れ
ば
海
外
に
渡
っ
て
日
本
文
化
の
紹
介
に
努
力
し
た
。
文
字
通
り
の
「
手
探
り
」
で
、
し
か

も
「
血
み
ど
ろ
」
の
奮
闘
を
し
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
の
奮
闘
を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
な
し

に
、
そ
し
て
そ
れ
を
理
解
し
て
踏
ま
え
る
こ
と
な
し
に
、
日
本
文
化
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
不
毛
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

わ
た
し
は
、
角
田
柳
作
（
つ
の
だ
・
り
ゅ
う
さ
く
、
一
八
七
七
〜
一
九
六
四
）
と
い
う
一
人

の
明
治
人
に
焦
点
を
当
て
て
、
彼
が
い
か
な
る
「
初
心
」
と
「
素
志
」
を
胸
に
抱
い
て
海
外
に

お
い
て
日
本
学
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
か
、
そ
の
悲
願
を
発
掘
し
よ
う
と
思
い
続
け
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
永
く
日
本
学
の
講
師
を
務
め
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
を
始
め

と
す
る
幾
多
の
俊
秀
を
指
導
し
た
名
教
師
と
し
て
、「
米
国
に
お
け
る
日
本
学
の
父
」
と
称
え

ら
れ
る
角
田
柳
作
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
渡
米
以
前
の
経
歴
は
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
空
白
に
包
ま
れ
て
い
た
。

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
と
言
え
ば
、
昭
和
三
十
年
代
の
戦
後
日
本
文
学
の
黄
金
期
に
立
ち
会
い
、

三
島
由
紀
夫
・
吉
田
健
一
・
安
部
公
房
・
大
江
健
三
郎
た
ち
と
親
交
を
結
び
、
彼
ら
に
多
大
な

文
学
的
影
響
を
与
え
る
一
方
で
、
彼
ら
の
優
れ
た
作
品
を
美
し
い
英
語
に
翻
訳
し
、
欧
米
の
読

書
人
に
提
供
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
戦
後
日
本
文
壇
の
最
大
の
恩
人
の
一
人
で
あ
る
。

彼
の
三
島
た
ち
へ
の
友
情
と
力
添
え
に
よ
っ
て
、
日
本
人
作
家
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
候
補
に
挙

が
る
こ
と
も
現
実
の
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
恩
人
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
の
恩
師
が
、
角

田
柳
作
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
角
田
柳
作
の
日
本
学
の
根
底
に
あ
る
も
の
を
発
掘
す
れ
ば
、
ド
ナ

ル
ド
・
キ
ー
ン
の
日
本
研
究
の
初
心
も
明
ら
か
と
な
り
、
戦
後
日
本
文
壇
が
高
揚
と
隆
盛
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
根
本
要
因
も
明
ら
か
に
な
る
。
三
島
由
紀
夫
研
究
、
吉
田
健
一
研
究
、
大

江
健
三
郎
研
究
に
も
、
新
た
な
視
点
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

１
・
２
　
こ
れ
ま
で
の
研
究

わ
た
し
の
角
田
柳
作
追
跡
は
、
平
成
十
四
年
の
大
晦
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
中
間
報

告
書
を
、『
電
気
通
信
大
学
紀
要
』
第
16
巻
２
号
（
平
成
十
六
年
一
月
）
誌
上
に
、「
緑
亭
生
・

緑
亭
主
人
は
、
角
田
柳
作
か

│
│

明
治
二
十
九
年
か
ら
三
十
年
ま
で
の
民
友
社
の
彗
星
」
と

し
て
発
表
し
た
。

こ
の
論
文
（
以
下
「
前
稿
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
は
、
以
下
に
掲
げ
る
著
作
群
を
角
田
柳

作
の
手
に
な
る
も
の
と
新
た
に
認
定
す
る
こ
と
で
、
角
田
柳
作
研
究
の
実
質
的
な
始
ま
り
を
告

げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
来
は
、
本
名
で
発
表
さ
れ
た
⑥
の
み
を
、
角
田
柳
作
の
著
作
と
し
て

紹
介
す
る
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
た
。

①
　
緑
亭
主
人
『
紫
式
部
』（
明
治
二
十
九
年
十
一
月
五
日
・
民
友
社
）

②
　
緑
亭
主
人
『
清
少
納
言
』（
明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
・
民
友
社
）

③
　
中
龍
児
『
詩
人
西
行
』（
明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
・
民
友
社
）

④
　
緑
亭
主
人
『
雲
井
龍
雄
』（
明
治
三
十
年
一
月
十
九
日
・
民
友
社
）

⑤
　
緑
亭
生
『
兼
好
法
師
』（
明
治
三
十
年
四
月
二
十
二
日
・
民
友
社
）

⑥
　
角
田
柳
作
『
井
原
西
鶴
』（
明
治
三
十
年
五
月
二
十
一
日
・
民
友
社
）

⑦
　
著
者
不
明
『
日
本
文
学
梗
概
』（
明
治
三
十
年
七
月
二
十
三
日
・
民
友
社
）

こ
の
七
冊
を
角
田
柳
作
の
執
筆
と
推
定
し
た
根
拠
は
、
文
体
論
的
考
察
と
、
思
想
的
な
共
通

点
の
発
見
で
あ
っ
た
。
文
体
的
に
は
、
美
文
あ
る
い
は
雅
文
と
も
言
う
べ
き
格
調
の
高
い
文
語

文
で
あ
り
、
四
字
熟
語
を
多
用
す
る
漢
語
を
特
徴
と
す
る
が
、
英
語
（
カ
タ
カ
ナ
表
記
）
も
交
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え
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
七
冊
に
は
共
通
す
る
語
彙
が
膨
大
で
あ
り
、
す
べ
て
同

一
人
物
の
文
体
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
⑥
が
角
田
柳
作
の
著
書
で
あ
れ
ば
、

他
の
六
冊
も
角
田
柳
作
の
著
作
と
考
え
ね
ば
説
明
で
き
ぬ
ほ
ど
、
語
彙
の
重
な
り
は
多
い
。

思
想
的
に
は
、
海
外
の
文
学
も
視
野
に
収
め
つ
つ
、「
日
本
の
古
代
精
神
」
を
高
く
評
価
す

る
点
に
、
最
大
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
平
安
・
鎌
倉
・
室
町
・
江
戸
の
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
の
文
学
者
た
ち
は
、
そ
の
「
古
代
精
神
」
と
の
関
わ
り
方
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
自
分
の
生
き
て
い
る
時
代
に
反
逆
し
て
ま
で
古
代
精
神
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
文
学

者
は
偉
大
で
あ
り
、
古
代
精
神
を
顧
み
ず
に
時
代
に
埋
没
し
た
文
学
者
は
二
流
だ
と
い
う
批
評

軸
で
あ
る
。
こ
の
批
評
軸
は
、
七
冊
す
べ
て
に
一
貫
し
て
お
り
、
ま
っ
た
く
ぶ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
分
析
に
よ
り
、
東
京
専
門
学
校
卒
業
直
後
の
角
田
柳
作
は
、
民
友
社
で
働
き
つ
つ
も
、

複
数
の
筆
名
を
使
っ
て
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
も
し
か
し
た

ら
、
金
銭
を
得
た
い
と
い
う
経
済
的
理
由
の
た
め
に
、
短
期
間
に
膨
大
な
文
章
を
書
き
流
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
世
間
も
筆
名
で
書
か
れ
た
書
物
群
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
正

当
な
評
価
を
下
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
七
冊
の
行
間
に
流
れ
て
い
る
批
評
精
神
は
、
熾
烈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
純
度

も
高
い
。
こ
れ
だ
け
の
才
能
が
、
現
代
日
本
で
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
い
の
は
、
残
念
を
通
り

越
し
て
、
不
当
な
冷
遇
だ
と
断
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
近
代
文
学
史
の
事
典
や
研
究
書
に
は
、
優

れ
た
文
明
批
評
家
・
美
文
家
と
し
て
「
角
田
柳
作
」
の
項
目
を
新
た
に
設
定
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
業
績
が
教
育
者
と
し
て
の
「
角
田
柳
作
」
を
生
ん
だ
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
の
日
本
学
の
確
立
が
、
角
田
柳
作
で
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
か
っ
た
根
本

理
由
は
、
彼
の
日
本
滞
在
時
代
の
著
作
活
動
か
ら
説
明
で
き
よ
う
。
い
や
、
説
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
お
、
こ
こ
で
前
稿
の
修
正
を
一
つ
行
っ
て
お
き
た
い
。
前
稿
で
は
、
民
友
社
の
著
作
物
に

見
え
る
「
俳
諧
堂
主
人
」
と
い
う
筆
名
も
、
あ
る
い
は
角
田
柳
作
の
筆
名
だ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
と
述
べ
て
お
い
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
の
調
査
で
、「
俳
諧
堂
主
人
」
は
正
岡
子
規
の
門

下
の
一
人
で
、
当
時
の
民
友
社
に
在
籍
し
て
お
り
、
上
原
三
川
（
一
八
六
六
〜
一
九
〇
七
）
と

共
に
子
規
派
の
俳
句
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
新
俳
句
』（
明
治
三
十
一
年
刊
）
を
編
集
し
た
奇
才
・

直
野
碧
玲
瓏
（
一
八
七
五
〜
一
九
〇
五
）
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
だ
流
動
的
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
明
治
十
年
生
ま
れ
の
角
田
柳
作
と
言
い
、
明
治
八
年
生

ま
れ
の
直
野
碧
玲
瓏
と
言
い
、
民
友
社
に
は
少
壮
気
鋭
の
若
者
た
ち
が
い
た
。
彼
ら
は
民
友
社

の
表
看
板
を
担
う
以
前
に
退
社
し
て
去
っ
て
い
っ
た
が
、
民
友
社
で
は
実
に
す
ば
ら
し
い
仕
事

を
成
し
遂
げ
て
い
る
。

１
・
３
　
新
た
な
研
究
の
展
開

平
成
十
八
年
四
月
、
わ
た
し
の
研
究
は
新
し
い
ス
テ
ッ
プ
に
入
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
公
開
さ
れ
て

お
り
、
研
究
者
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
明
治
期
の
書
物
群
の
数

が
、
こ
の
四
月
か
ら
一
気
に
十
二
万
七
千
冊
へ
と
大
幅
に
増
加
し
た
の
だ
。

こ
の
十
二
万
七
千
冊
の
書
物
の
大
海
の
中
に
、
日
夜
わ
た
し
は
潜
り
込
み
、
明
治
三
十
年
七

月
二
十
三
日
刊
行
の
『
日
本
文
学
梗
概
』（
民
友
社
）
を
最
後
に
消
え
て
い
っ
た
彗
星
・
角
田

柳
作
の
そ
の
後
の
行
方
を
再
発
見
し
よ
う
と
し
た
。

と
い
う
の
は
、
前
稿
で
は
『
日
本
文
学
梗
概
』
を
最
後
に
、
角
田
柳
作
は
執
筆
者
か
ら
教
育

者
へ
と
転
じ
た
と
推
測
し
、
こ
こ
で
角
田
は
筆
を
折
っ
た
と
書
い
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
書
い

た
直
後
か
ら
、
わ
た
し
の
心
の
中
で
「
そ
う
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
問
が
頭
を

擡
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
短
期
間
に
、
あ
れ
ほ
ど
情
熱
的
な
文
章
を
書
き
続
け
た
角

田
柳
作
で
あ
る
。
そ
の
「
執
筆
癖
」
が
、
そ
う
簡
単
に
な
く
な
る
は
ず
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

青
春
の
情
熱
は
そ
う
簡
単
に
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
経
済
的
な
問
題
も
中
学
教

師
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
全
面
的
に
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

角
田
柳
作
は
、
民
友
社
を
退
社
し
た
後
、
明
治
三
十
二
年
八
月
か
ら
、
弘
法
大
師
が
開
設
し

た
綜
藝
種
智
院
の
流
れ
を
汲
む
京
都
の
真
言
宗
の
学
校
（
真
言
宗
京
都
高
等
中
学
林
）
の
教
師

と
な
っ
た
（
明
治
三
十
五
年
八
月
ま
で
）。
明
治
三
十
六
年
四
月
か
ら
は
福
島
中
学
教
師
と
な

り
、
仙
台
一
中
で
も
短
期
間
（
明
治
四
十
一
年
十
月
〜
四
十
二
年
四
月
）
教
壇
に
立
っ
た
。
そ

し
て
、
明
治
四
十
二
年
五
月
に
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、
本
願
寺
系
の
中
学
の
校
長
を
務
め
た
。
彼
が

ア
メ
リ
カ
大
陸
に
渡
り
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
六
年
の
こ
と
で

あ
る
。

明
治
三
十
年
か
ら
四
十
二
年
ま
で
の
十
数
年
間
の
角
田
柳
作
の
年
譜
は
、
職
歴
の
欄
は
ほ
ぼ

埋
ま
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
著
述
歴
は
、
本
名
で
出
版
さ
れ
た
二
冊
の
翻
訳
書
し
か
知

ら
れ
て
い
な
い
。

①
　
キ
ッ
ド
『
社
会
の
進
化
』、
明
治
三
十
二
年
二
月
十
三
日
発
行
、
開
拓
社
（
東
京
市
京
橋

区
）

②
　
ヴ
ン
ト
『
ヴ
ン
ト
倫
理
学
史
』、
明
治
三
十
七
年
八
月
十
日
発
行
、
金
港
堂
書
籍
株
式
会

社
（
東
京
市
日
本
橋
区
）
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こ
れ
以
外
に
、
た
と
え
一
冊
で
も
、
角
田
の
特
徴
あ
る
文
体
と
特
徴
あ
る
思
想
を
、「
近
代

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
十
二
万
七
千
冊
の
中
か
ら
発
見
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ

う
願
っ
て
検
索
し
続
け
た
報
告
書
が
、
本
稿
な
の
で
あ
る
。

１
・
４
　
一
連
の
著
作
群
の
探
知

や
は
り
、
角
田
柳
作
は
、
前
稿
で
掲
げ
た
七
冊
の
み
で
筆
を
折
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
に
強
く
思
わ
せ
る
著
作
群
が
、
十
冊
近
く
見
つ
か
っ
た
。
す
べ
て
、
筆
名
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
角
田
柳
作
の
著
作
で
あ
る
と
い
う
直
接
的
な
（
決
定
的
な
）
証
拠
は
、
何
も
な
い
。
文

体
と
語
彙
と
思
想
の
一
致
に
よ
る
推
定
に
過
ぎ
な
い
。

け
れ
ど
も
、
角
田
柳
作
の
執
筆
活
動
が
、
民
友
社
を
去
っ
て
か
ら
も
依
然
と
し
て
旺
盛
で
あ

り
続
け
た
と
い
う
推
測
は
、
お
そ
ら
く
真
実
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
時

点
で
、
以
下
に
掲
げ
る
書
物
の
中
の
少
な
く
と
も
数
冊
は
、
あ
る
い
は
「
角
田
柳
作
」
の
筆
名

に
よ
る
著
述
で
は
な
い
か
と
、
わ
た
し
は
強
く
推
測
す
る
に
い
た
っ
た
。

ま
ず
、
そ
の
一
覧
表
を
提
示
し
よ
う
。

①
　
育
英
社
（
舟
霧
・
松
霞
）
『
晴
川
春
草
・
歴
々
萋
々
』
（
文
港
堂
、
明
治
三
十
三
年
二

月
）

②
　
舟
霧
・
松
霞
『
飛
花
落
葉
』（
育
英
社
、
明
治
三
十
三
年
三
月
）

③
　
松
霞
子
『
血
と
涙
』（
河
合
文
港
堂
、
明
治
三
十
三
年
八
月
）

④
　
浪
の
奴
島
『
恋
の
本
相
』（
河
合
文
港
堂
、
明
治
三
十
三
年
八
月
）

兼
好
論
を
含
む
。

⑤
　
松
霞
子
『
青
年
文
学
時
文
断
片
』（
武
田
交
盛
館
、
明
治
三
十
三
年
九
月
）

⑥
　
無
腸
公
子
『
花
紅
柳
緑
誌
』（
河
合
文
港
堂
、
明
治
三
十
三
年
十
一
月
）

⑦
　
残
菊
『
せ
り
籠
』（
河
合
文
港
堂
、
明
治
三
十
四
年
六
月
）

⑧
　
松
霞
子
『
血
と
涙
』（
小
谷
書
店
、
明
治
三
十
六
年
四
月
）

③
の
再
版

⑨
　
無
禅
・
青
岑
『
思
想
と
人
物
』（
小
谷
書
店
、
明
治
三
十
六
年
四
月
）

⑩
　
壺
天
禅
洞
『
徒
然
草
と
兼
好
』（
弘
文
社
、
明
治
三
十
六
年
七
月
）

⑪
　
破
魔
禅
『
禅
と
活
動
』
（
東
亜
堂
書
房
、
明
治
四
十
年
十
二
月
）

「
だ
・
で
あ
る
」

調
。「
台
北
蝸
牛
庵
」
に
て
執
筆
と
あ
る
。

⑫
　
破
魔
禅
『
偉
人
修
養
史
』（
東
亜
堂
書
房
、
明
治
四
十
一
年
七
月
）

兼
好
論
を
含
む
。

こ
の
一
覧
表
か
ら
は
、
角
田
が
「
文
学
・
文
芸
」
か
ら
「
社
会
思
想
」
へ
と
批
評
の
力
点
を

移
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
、
見
て
取
れ
る
。
角
田
は
真
言
宗
京
都
高
等
中
学
林
で
英
語
と
倫
理
学

を
教
え
た
。
だ
か
ら
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
。
何
ら
か
の
決
定
的
な
証
拠
が

出
現
し
て
、
こ
れ
ら
の
中
の
数
冊
で
も
角
田
柳
作
の
著
作
と
認
定
さ
れ
る
と
き
、
日
本
の
近
代

文
学
史
は
大
き
く
書
き
換
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

す
べ
て
筆
名
で
書
か
れ
た
ゆ
え
か
、
学
界
で
ま
と
も
に
相
手
に
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た

角
田
柳
作
の
書
物
で
あ
る
が
、
⑩
は
沼
波
瓊
音
の
『
徒
然
草
講
話
』
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る

（
む
ろ
ん
、
沼
波
の
文
章
に
は
角
田
柳
作
と
い
う
名
前
は
出
て
こ
な
い
）。

本
稿
は
、
わ
た
し
が
新
た
に
発
掘
し
た
角
田
柳
作
の
著
作
群
を
紹
介
し
、
そ
の
思
想
の
発
展

を
辿
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
が
、
彼
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
樹
立
し
た
「
日
本
学
」
の

基
底
に
あ
る
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

２
　
兼
好
論
の
深
ま
り

２
・
１
　
『
恋
の
本
相
』

や
み
く
も
に
十
二
万
七
千
冊
の
中
へ
飛
び
込
ん
で
も
、
角
田
柳
作
と
ぶ
つ
か
る
確
率
は
き
わ

め
て
低
い
。
そ
こ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
い
く
つ
か
設
定
し
て
絞
り
込
む
こ
と
に
し
た
が
、
ま
ず

「
兼
好
」
で
検
索
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

前
稿
で
角
田
柳
作
の
著
作
と
ほ
ぼ
断
定
し
た
紫
式
部
・
清
少
納
言
・
西
行
・
西
鶴
・
雲
井
龍

雄
の
い
ず
れ
で
も
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
ま
ず
「
兼
好
」
を
試
み
た
の
は
、
緑
亭
生
と
い
う
筆
名

で
書
か
れ
た
『
兼
好
法
師
』
が
最
も
学
術
的
で
あ
り
、
著
者
の
力
の
籠
も
っ
た
著
述
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
角
田
柳
作
の
「
兼
好
」
へ
の
思
い
は
、
必
ず
や
間
欠
泉
の
如
く
何
度
も
噴
出
す

る
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、「
浪
の
奴
島
」
と
い
う
著
者
名
の
『
恋
の
本
相
』
が
見
つ
か
っ
た
。
著
者
名
を
、

国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
ナ
ミ
ノ
ヌ
シ
マ
」
と
読
ん
で
い
る
。
確
か
に
、
そ
う
読
む

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
不
思
議
な
筆
名
の
由
来
と
意
味
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
万

葉
集
』
巻
三
の
二
四
九
・
二
五
〇
の
柿
本
人
麻
呂
の
旅
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
二
四
九
は
、
古
来
、
屈
指
の
難
訓
歌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

三
津
の
崎
浪．

を
か
し
こ
み
隠
り
江
の
「
舟
公
宣
奴
嶋

．
．

尓
」

玉
藻
刈
る
敏
馬

み

ぬ

め

を
過
ぎ
て
夏
草
の
野
島
の
崎
に
舟
近
づ
き
ぬ

そ
れ
に
し
て
も
、
不
自
然
な
筆
名
で
あ
る
。「
隠
り
江
」
と
あ
る
か
ら
、
本
名
を
隠
し
て
い

る
と
い
う
洒
落
で
あ
ろ
う
か
。『
恋
の
本
相
』
以
外
に
、
こ
の
筆
名
で
の
著
作
物
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
の
も
、
当
然
だ
ろ
う
。
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序
言
に
、「
京
都
嵯
峨
の
蝸
庵
に
於
て
」、
本
書
を
執
筆
し
た
と
あ
る
。
発
行
所
は
、
京
都
寺

町
下
ル
の
「
河
合
文
港
堂
」
、
著
作
者
は
「
京
都
寺
町
通
二
条
下
ル
妙
満
寺
前
町
十
三
番
地
」

の
「
育
英
社
」
で
、
そ
の
代
表
者
は
「
河
合
卯
之
助
」
と
、
奥
付
に
は
あ
る
。

河
合
卯
之
助
は
「
浪
の
奴
島
」
の
本
名
で
は
な
く
て
、
育
英
社
の
代
表
に
し
て
河
合
文
港
堂

の
代
表
で
あ
る
人
物
だ
ろ
う
。
も
し
も
、『
恋
の
本
相
』
が
角
田
柳
作
の
著
述
で
あ
る
の
な
ら

ば
、
こ
の
「
育
英
社
」
も
新
た
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
大
い
に
有
効
な
も
の
と
な
る
。
育
英
社

の
刊
行
物
を
、
順
に
閲
覧
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
か
ら
だ
。

角
田
柳
作
は
明
治
三
十
二
年
八
月
に
京
都
に
赴
任
し
た
の
で
、
明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
五

日
発
行
の
『
恋
の
本
相
』
の
出
版
社
が
京
都
に
あ
る
こ
と
は
、
自
然
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
の

数
年
前
か
ら
、
高
野
山
で
学
問
す
る
な
ど
、
関
西
に
移
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
。

読
み
始
め
て
み
る
と
、「
自
然
の
講
座
」
の
章
に
、「
平
安
の
自
然
の
花
紅
柳
緑
が
如
何
に
艶

麗
な
る
思
想
を
詩
人
に
教
授
せ
し
か
、
桜
の
如
き
源
氏
物
語
、
梅
の
如
き
枕
草
紙
を
初
め
と
し
、

家
集
に
勅
撰
に
濺
が
れ
し
千
行
の
涙
と
万
解
（「
斛
」
の
誤
植
か
）
の
血
は
、
悉
く
是
れ
自
然

の
紅
玉
水
晶
の
溶
解
に
外
な
ら
ず
」
と
い
う
美
文
が
あ
る
。

「
花
紅
柳
緑
」
は
、「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
生
」
の
愛
用
語
で
あ
っ
た
し
、
京
都
の
美
し
い
自

然
が
『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
を
生
ん
だ
と
あ
る
の
は
、
角
田
柳
作
の
『
紫
式
部
』
と

『
清
少
納
言
』
に
も
書
い
て
あ
っ
た
内
容
と
一
致
す
る
。「
平
安
の
天
地
の
両
美
人
」
の
章
で
も
、

紫
式
部
と
清
少
納
言
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
病
床
の
弱
音
」
の
章
で
は
、
著
者
が
か
つ
て
「
脚
気
」
を
患
っ
て
弱
気
に
な
っ
た
こ
と
が

語
ら
れ
る
。
も
し
も
角
田
柳
作
に
「
脚
気
」
の
持
病
な
い
し
病
歴
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
れ

ば
、「
浪
の
奴
島
＝
角
田
柳
作
」
と
い
う
私
見
は
証
明
で
き
る
。

『
恋
の
本
相
』
で
は
、
歴
史
上
の
有
名
人
の
辞
世
が
紹
介
さ
れ
た
り
し
た
後
で
、
最
後
に
、

「
失
恋
的
厭
世
家
と
し
て
僧
兼
好
」
と
い
う
長
文
の
評
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
付
録
」
の
よ

う
な
扱
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
本
作
り
（
本
論
　
＋
　
付
録
）
は
、
民
友
社
刊
行

の
七
冊
で
、
角
田
柳
作
が
何
度
も
採
用
し
て
い
た
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
失
恋
的
厭
世
家
と
し
て
僧
兼
好
」
に
は
、「
錦
心
Ò
腸
」「
朝
有
紅
顔
跨
（「
誇
」
の

誤
植
か
）
世
路
、
夕
成
白
骨
朽
郊
原
」
な
ど
の
、
民
友
社
時
代
の
角
田
柳
作
の
愛
用
語
が
ち
り

ば
め
ら
れ
て
い
る
。
「
浪
の
奴
島
＝
角
田
柳
作
」
は
、
文
体
的
に
は
ほ
ぼ
確
実
に
成
立
す
る
。

内
容
も
、
そ
の
後
の
国
文
学
研
究
で
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
兼
好
伝
説
に
依
拠
し
て
お
り
、
兼

好
伝
説
を
取
り
込
ん
で
書
か
れ
た
『
兼
好
法
師
』
と
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
同
一
で
あ
る
。

浪
の
奴
島
、
す
な
わ
ち
角
田
柳
作
は
、
こ
こ
で
兼
好
は
失
恋
を
し
た
か
ら
こ
そ
真
実
の
自
分

を
発
見
し
、
南
朝
の
忠
臣
と
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
誇
る
べ
き
哲
人
と
な
り
え
た
の
だ

と
述
べ
、『
恋
の
本
相
』
と
い
う
書
物
の
テ
ー
マ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
し
て
の
兼
好
を

称
揚
し
て
い
る
。

思
い
返
せ
ば
、『
兼
好
法
師
』
で
も
、「
彼
は
恋
情
に
失
敗
し
て
、
絶
望
の
人
と
は
な
り
た
り
」

と
書
き
記
し
て
い
た
。『
兼
好
法
師
』
の
三
年
後
の
著
作
で
あ
る
『
恋
の
本
相
』
に
は
、
ま
だ

『
兼
好
法
師
』
の
叙
述
か
ら
の
目
立
っ
た
深
化
は
な
い
が
、
そ
れ
と
同
一
の
視
点
か
ら
凝
縮
的

に
兼
好
の
人
生
を
論
じ
て
い
る
。
読
者
が
一
気
に
読
め
る
、
大
変
に
わ
か
り
や
す
い
叙
述
と
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
表
現
者
と
し
て
の
角
田
柳
作
の
成
熟
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

２
・
２
　
『
徒
然
草
と
兼
好
』

こ
の
書
は
、「
壺
天
禅
洞
」
と
い
う
筆
名
で
書
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
六
年
七
月
二
十
八

日
の
発
行
。
発
行
所
は
、「
東
京
市
下
谷
区
仲
根
岸
町
五
十
四
番
地
」
の
「
弘
文
社
」。
明
治
三

十
六
年
四
月
か
ら
、
角
田
柳
作
は
福
島
中
学
の
教
師
と
な
っ
た
。
前
年
の
八
月
に
京
都
を
退
職

し
て
い
る
か
ら
、
福
島
へ
着
任
す
る
直
前
の
半
年
間
は
、
お
そ
ら
く
東
京
で
活
動
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
版
元
の
出
版
社
を
関
西
か
ら
東
京
に
移
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

『
徒
然
草
と
兼
好
』
を
一
読
す
る
と
、「
百
尺
竿
頭
を
一
歩
進
め
る
」
と
か
「

翔
」
な
ど

の
角
田
柳
作
の
愛
用
語
彙
、
さ
ら
に
は
『
源
氏
物
語
』
は
桜
で
、『
枕
草
子
』
は
梅
だ
と
い
う

角
田
の
愛
好
す
る
比
喩
（
出
典
は
松
平
定
信
の
言
葉
）
が
見
え
る
。
や
は
り
、
「
壺
天
禅
洞
」

は
角
田
柳
作
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
文
体
は
、
例
に
よ
っ
て
文
語
文
だ
が
、
こ
れ
ま
で
読
み

慣
れ
て
き
た
「
角
田
柳
作
の
文
体
」
と
は
少
し
違
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
格
調
高
く

歌
い
上
げ
て
は
い
る
の
だ
が
、
何
か
ず
っ
し
り
と
胸
に
応
え
る
も
の
が
あ
る
。
時
間
に
追
わ
れ

て
書
く
の
で
は
な
く
、
書
き
た
い
こ
と
を
書
く
の
だ
と
い
う
内
実
が
伴
っ
て
い
る
。
も
し
か
し

た
ら
、
そ
こ
が
「
壺
天
禅
洞
」
と
角
田
柳
作
が
別
人
だ
と
い
う
論
拠
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
重

な
る
文
体
的
側
面
の
方
が
多
い
。

『
兼
好
法
師
』
や
『
恋
の
本
相
』
の
著
者
と
は
別
人
か
と
も
思
わ
せ
る
ほ
ど
に
、『
徒
然
草

と
兼
好
』
に
は
、
角
田
柳
作
の
旧
著
よ
り
も
重
い
主
張
が
あ
る
。
角
田
柳
作
の
『
徒
然
草
』
に

寄
せ
る
思
い
の
す
べ
て
が
、『
徒
然
草
と
兼
好
』
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。『
徒
然
草
』
の
中
か

ら
全
部
で
四
十
八
段
（
著
者
本
人
は
四
十
七
段
と
言
う
が
四
十
八
段
で
あ
る
）
を
抜
粋
し
て
本

文
を
掲
げ
、
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
る
第
五
章
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
例
に
よ
っ
て
本
論

に
対
す
る
「
付
録
」
の
扱
い
な
の
だ
が
、
内
容
が
充
実
し
て
お
り
本
格
的
で
あ
る
。
こ
の
部
分

に
、「
著
者
ひ
そ
か
に
期
す
る
と
こ
ろ
あ
り
」
と
、「
凡
例
」
で
自
信
の
ほ
ど
を
示
し
て
い
る
。

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
『
徒
然
草
』
を
講
義
し
た
角

田
柳
作
は
、
い
か
に
も
読
み
慣
れ
た
調
子
で
原
文
を
音
読
し
て
、
聴
講
し
て
い
る
学
生
た
ち
を
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感
動
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
の
自
信
は
、『
徒
然
草
と
兼
好
』
の
執
筆
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。

壺
天
禅
洞
が
角
田
柳
作
の
筆
名
で
あ
る
根
拠
を
、
さ
ら
に
述
べ
よ
う
。
そ
れ
は
、『
徒
然
草

と
兼
好
』
冒
頭
の
「
自
序
」
の
部
分
で
、
評
伝
と
は
何
か
と
い
う
本
質
論
を
展
開
し
て
い
る
点

に
発
見
で
き
る
。「
人
の
伝
記
を
評
述
す
る
と
は
、
人
の
生
命
を
と
る
こ
と
な
り
」
と
、
い
き

な
り
激
し
い
主
張
が
書
か
れ
て
い
る
。
則
ち
、
真
の
評
伝
と
は
、
あ
る
人
物
の
長
所
・
美
点
ば

か
り
を
称
賛
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
短
所
・
欠
点
を
厳
し
く
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

の
だ
。
こ
の
論
拠
は
、「
緑
亭
主
人
」
名
義
で
書
い
た
『
清
少
納
言
』
で
、「
マ
コ
レ
ー
卿
」
の

説
を
引
用
し
な
が
ら
、
評
伝
作
者
に
相
手
へ
の
尊
崇
の
念
が
強
す
ぎ
れ
ば
単
に
褒
め
た
だ
け
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
で
な
く
て
、
人
物
の
欠
点
を
痘
痕
ま
で
描
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
述
べ

て
い
る
姿
勢
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
角
田
柳
作
が
本
名
で
著
し
た
『
井
原
西
鶴
』
の

「
自
序
」
で
、
自
分
が
西
鶴
の
欠
点
と
過
失
を
挙
げ
つ
ら
っ
た
の
は
西
鶴
を
辱
め
ん
と
す
る
意

図
に
発
し
た
も
の
で
は
な
く
、
真
実
の
西
鶴
の
評
伝
を
書
く
た
め
で
あ
る
と
述
べ
、
本
論
で
西

鶴
の
精
神
的
堕
落
を
痛
罵
す
る
姿
勢
と
、
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

『
徒
然
草
と
兼
好
』
の
自
序
で
は
、「
吉
田
松
蔭
」
の
評
伝
に
関
し
て
、
徳
富
蘇
峰
の
名
前

が
出
る
。
こ
れ
は
、
角
田
柳
作
が
蘇
峰
の
主
宰
す
る
民
友
社
に
在
職
し
て
薫
陶
を
受
け
た
こ
と

の
反
映
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
、
幸
田
露
伴
の
言
葉
を
引
用
し
て
い

る
の
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
露
伴
は
、
他
人
を
評
価
し
た
人
間
は
、
そ
の
内
実
が
つ
ま
ら
な

け
れ
ば
本
人
の
精
神
世
界
の
貧
し
さ
を
証
明
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
評
伝
作
者
は
当
人
の

「
学
殖
の
深
浅
厚
薄
、
見
識
抱
負
の
大
小
高
低
を
世
人
に
暴
露
す
る
」
の
で
あ
る
、
と
述
べ
た

と
い
う
の
だ
。
こ
の
露
伴
の
言
葉
は
、
お
そ
ら
く
角
田
に
か
つ
て
、
そ
の
通
り
に
話
し
た
事
実

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
露
伴
が
折
角
、
角
田
柳
作
の
著
作
『
井
原
西
鶴
』
の
た
め
に
序
文

を
寄
せ
て
、
出
版
へ
の
餞
を
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
角
田
が
西
鶴
を
痛
罵
し
た
書
を
公
刊
し
た

の
で
、
角
田
に
向
か
っ
て
「
こ
う
い
う
内
容
だ
と
、
書
い
た
著
者
で
あ
る
君
の
見
識
が
疑
わ
れ

る
だ
け
だ
」
と
、
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
叱
責
し
た
過
去
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、「
壺
天
禅
洞
」
は
露
伴
の
言
葉
を
再
録
し
た
の
で
あ
る
。

露
伴
の
言
葉
を
引
用
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
壺
天
禅
洞
、
す
な
わ
ち
角
田
柳
作
は
、「
然
り

と
い
へ
ど
も
、
我
れ
は
是
れ
を
以
て
己
（「
已
」
の
誤
植
か
）
む
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
態
勢
を

立
て
直
し
、
自
分
の
信
じ
る
苛
烈
な
評
伝
の
方
法
を
最
後
ま
で
貫
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
自
序
」
に
お
い
て
、
自
分
が
か
つ
て
蘇
峰
に
励
ま
さ
れ
、
露
伴
に
批
判
さ
れ
た
と
暗
示
し

て
い
る
こ
と
は
、
壺
天
禅
洞
が
角
田
柳
作
で
あ
る
こ
と
を
、
強
く
想
定
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い

の
で
あ
る
。

さ
て
、『
徒
然
草
と
兼
好
』
で
は
、
本
格
的
な
評
伝
と
鑑
賞
を
志
す
だ
け
あ
っ
て
、
角
田
柳

作
は
『
徒
然
草
』
に
つ
い
て
腰
を
落
と
し
て
じ
っ
く
り
と
参
考
文
献
を
読
み
直
し
た
の
だ
ろ
う
。

『
兼
好
法
師
』
で
は
三
男
と
し
て
い
た
兼
好
の
出
自
を
、『
徒
然
草
と
兼
好
』
で
は
四
男
と
し
て

い
る
。
ま
た
、『
兼
好
法
師
』
で
は
使
わ
な
か
っ
た
『
寝
覚
記
』
と
い
う
書
物
を
使
っ
た
り
し

て
い
る
。

だ
か
ら
、
本
書
は
角
田
柳
作
の
『
徒
然
草
』
に
つ
い
て
の
総
決
算
で
あ
り
、
集
大
成
だ
と
言

え
る
。
本
書
執
筆
の
参
考
と
な
っ
た
書
物
の
一
覧
の
中
に
、『
兼
好
法
師
』
で
批
判
し
た
早
稲

田
（
＝
東
京
専
門
学
校
）
の
先
輩
・
水
谷
不
倒
の
論
文
「
徒
然
草
と
俗
文
学
」、
そ
し
て
他
な

ら
ぬ
自
分
自
身
の
著
書
で
あ
る
『
兼
好
法
師
』
の
二
つ
を
掲
げ
て
い
る
の
が
、
興
味
深
い
。

さ
て
、
本
書
は
角
田
柳
作
の
自
信
作
だ
け
あ
っ
て
、『
徒
然
草
』
に
興
味
を
持
つ
研
究
者
や

評
論
家
の
目
に
か
な
り
広
く
触
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
沼
波
瓊
音
の
『
徒
然
草
講
話
』
に

は
、
巻
末
部
分
に
「
兼
好
法
師
」
と
い
う
評
伝
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
基
本
的
に
壺

天
禅
洞
の
『
徒
然
草
と
兼
好
』
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
沼
波
の
見
解
を
付
加
し
た
よ
う
な
書
き
方

に
な
っ
て
い
る
。
沼
波
の
『
徒
然
草
講
話
』
は
近
代
を
代
表
す
る
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
で
あ

る
。
そ
こ
に
、
こ
れ
だ
け
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
。『
徒
然
草
講
話
』
に
は
、
次
の
よ
う

な
一
節
が
あ
る
。

（
『
徒
然
草
』
を
）
評
し
た
人
は
い
ろ

あ
る
が
、
明
治
に
於
て
、
壺
天
禅
洞
の
「
徒

然
草
と
兼
好
」
と
云
小
冊
子
の
末
段
ほ
ど
熱
烈
痛
切
な
る
も
の
は
他
に
あ
る
ま
い
と
信
ず

る
。
こ
の
書
の
考
証
な
ど
に
就
て
は
賛
同
の
出
来
ぬ
こ
と
が
多
い
が
、
私
は
こ
の
著
者
の

兼
好
に
対
す
る
態
度
の
嬉
し
さ
に
、
次
に
末
段
の
節
々
を
抜
い
て
挙
げ
て
お
く
。

こ
の
あ
と
で
、
ほ
ぼ
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
、
壺
天
禅
洞
の
文
章
を
長
々
と
引
用
し
て
い
る
。

沼
波
瓊
音
は
、
角
田
柳
作
の
実
証
的
な
学
問
研
究
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
疑
問
を
呈
し
な
が
ら

も
、
彼
の
兼
好
に
寄
せ
る
熱
き
志
を
よ
し
と
し
て
い
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
文
学
に
か
け
る
情

熱
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
そ
の
文
業
の
意
義
が
正
当
に
評
価
さ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
角
田
柳
作
で
あ
る
が
、「
壺
天
禅
洞
」
と
い
う
筆
名
で
こ
こ
ま
で
沼
波

か
ら
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
以
て
瞑
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
沼
波
瓊
音
に
続
い
て
「
壺
天
禅
洞
＝
角
田
柳
作
」
を
評
価
す
る
国
文
学
者
は
、
と

う
と
う
出
現
し
な
か
っ
た
。
今
日
、
角
田
柳
作
の
『
兼
好
法
師
』
も
、
壺
天
禅
洞
の
『
徒
然
草

と
兼
好
』
も
、
わ
ず
か
に
「
徒
然
草
研
究
書
目
一
覧
」
の
片
隅
に
残
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
研
究
史
展
望
に
目
立
た
な
い
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
実
際
に
そ
れ
ら

の
書
物
が
読
者
に
読
ま
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
。

角
田
柳
作
（
＝
壺
天
禅
洞
）
の
説
は
、
忘
れ
去
ら
れ
た
。
や
は
り
、
日
本
の
学
界
で
は
、
角
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田
の
見
解
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
宿
命
に
あ
る
よ
う
だ
。
そ
こ
に
、
海
外
に
転
出
し
た
角
田
の

哀
し
み
が
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
愛
弟
子
の
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
の
日
本
の
古
典
文
化
に
寄

せ
る
卓
説
が
、
広
く
日
本
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
戦
後
の
日
本
文
学
を
大
き
く
展
開
さ
せ
た
こ

と
を
知
っ
た
な
ら
、
現
代
日
本
を
知
る
た
め
に
古
典
の
世
界
の
探
究
に
分
け
入
っ
た
泉
下
の
角

田
の
霊
は
、
ど
ん
な
に
喜
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
。

角
田
は
、
情
熱
的
で
あ
り
す
ぎ
た
。
そ
し
て
、
問
題
意
識
が
大
き
す
ぎ
た
。
日
本
の
古
代
か

ら
現
代
ま
で
の
巨
大
な
歴
史
の
変
遷
を
、
神
道
や
仏
教
と
の
関
わ
り
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
論
じ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
角
田
の
文
明
観
は
、
個
々
の
作
品
の
一
つ
一
つ
の
表
現
の
解
釈
に
拘
泥
す

る
日
本
的
な
古
典
研
究
の
世
界
で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

２
・
３
　
『
偉
人
修
養
史
』

「
兼
好
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
発
見
し
た
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
三
冊
目

が
、
こ
の
書
で
あ
る
。
著
者
の
「
破
魔
禅
」
と
い
う
名
前
は
、
実
に
奇
妙
で
あ
る
。
だ
が
、
先

に
見
た
「
壺
天
禅
洞
」
と
い
う
筆
名
と
共
通
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
破
魔

禅
と
い
う
筆
名
の
著
者
の
書
い
た
『
偉
人
修
養
史
』
を
紹
介
し
よ
う
。

明
治
四
十
一
年
七
月
九
日
発
行
、
東
京
市
本
郷
区
の
東
亜
堂
書
房
。
東
亜
堂
は
、
沼
波
瓊
音

の
『
徒
然
草
講
話
』
の
初
版
を
発
売
し
て
い
る
出
版
社
で
も
あ
っ
た
。

本
書
『
偉
人
修
養
史
』
は
、
日
本
史
の
中
か
ら
三
十
人
を
選
ん
で
、
そ
の
修
養
の
具
体
的
方

法
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、『
徒
然
草
と
兼
好
』
の
序
文
で
特
に
名
前
の
挙
が
っ

て
い
る
八
人
の
僧
の
う
ち
、
四
人
が
入
っ
て
い
る
。

僧
西
行
の
『
飄
逸
』

日
蓮
大
士
の
『
豪
邁
』

吉
田
兼
好
の
『
超
脱
』

南
光
坊
天
海
の
『
闊
達
』

し
か
も
、
『
徒
然
草
と
兼
好
』
の
自
序
で
名
前
の
出
た
「
吉
田
松
陰
」
（
『
徒
然
草
と
兼
好
』

で
は
「
松
蔭
」、『
偉
人
修
養
史
』
で
は
「
松
陰
」）
も
、
登
場
し
て
い
る
。

し
か
し
、『
徒
然
草
と
兼
好
』
で
は
「
四
男
」
と
し
て
い
た
兼
好
を
、『
偉
人
修
養
史
』
で
は

「
三
男
」
と
し
て
お
り
、
い
さ
さ
か
気
に
な
る
。
あ
る
い
は
、「
破
魔
禅
」
は
、
角
田
柳
作
の
筆

名
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
兼
好
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、『
兼
好
法
師
』『
徒
然
草
と
兼
好
』
と
重
な

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、「
破
魔
禅
」
と
い
う
人
物
名
で
検
索
し
て
、
も
う
一
冊
を
読
ん
で

み
る
こ
と
と
し
た
。

３
　
「
破
魔
禅
」
と
い
う
筆
名
の
も
う
一
冊

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、「
浪
の
奴
島
」
と
「
壺
天
禅
洞
」
の
二
つ
が
角
田
柳
作
の
筆
名
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
は
ほ
ぼ
確
認
で
き
た
。「
破
魔
禅
」
と
い
う
筆
名
に
つ
い
て
は
、
疑
問

が
残
っ
た
。
国
会
図
書
館
の
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
は
、「
破
魔
禅
」
の
著
作

が
も
う
一
冊
発
見
で
き
る
。
そ
れ
が
、『
禅
と
活
動
』
で
あ
る
。

明
治
四
十
年
十
二
月
二
十
一
日
刊
行
。
東
京
市
本
郷
区
の
東
亜
堂
書
房
と
、
東
京
市
京
橋
区

の
東
亜
堂
書
院
と
い
う
、
似
た
名
前
の
二
つ
の
出
版
社
の
共
同
出
版
で
あ
る
。
表
紙
で
は
、
著

者
名
の
「
魔
」
は
略
字
（
い
わ
ゆ
る
「
麻
垂
」
の
み
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
奥
付
で
は
「
破
魔．

禅
」
と
正
式
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
時
折
、W

ebcat

で
「
破
摩
禅
」
と
い
う
著
者
名
を
見
か

け
る
こ
と
が
あ
る
が
、「
破
魔
禅
」
で
間
違
い
は
な
い
。

こ
こ
で
、
驚
く
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
文
体
が
他
の
角
田
柳
作
の
著
作
群
の
歌
い
上

げ
る
よ
う
な
文
語
文
で
は
な
く
て
、
口
語
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
国
会
図
書

館
の
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
よ
れ
ば
、
同
図
書
館
の
整
理
上
の
書
き
込
み
と
し

て
、

掘
内
文
二
郎
（
破
魔
禅
）
／
著

と
記
入
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
掘
内
（
堀
内
で
は
な
く
掘
内
）
文
二
郎
と
い
う
人
物
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、「
掘
内
文
二
郎
＝
破
魔
禅
」
で
あ
れ
ば
、
角
田
柳
作
説
が
崩
れ
、

同
じ
筆
名
の
「
破
魔
禅
」
の
手
に
な
る
『
偉
人
修
養
史
』
も
、
角
田
柳
作
の
著
作
で
は
な
い
こ

と
に
な
る
。

冒
頭
に
は
、
夏
目
漱
石
も
参
禅
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
禅
僧
・
釈
宗
演
た
ち
の
序
文
が
載
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
著
者
の
序
文
に
は
、「
明
治
丁
未
朧
月
」「
台
北
蝸
牛
庵
に
於
て
」「
破
魔

禅
誌
す
」
と
書
い
て
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
本
書
は
明
治
四
十
年
十
二
月
に
、
台
北
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
破
魔
禅
＝
角
田
柳
作
」
と
す
る
説
に
立
つ
な
ら
ば
、「
蝸
牛
庵
」
に
つ
い
て
は
、『
恋
の
本

相
』
が
「
京
都
嵯
峨
の
蝸
庵
に
於
て
」
執
筆
さ
れ
た
と
明
示
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
合
わ
さ

れ
る
。
こ
ち
ら
は
「
蝸
牛
庵
」
だ
が
、
角
田
柳
作
は
自
分
の
住
ま
い
を
「
蝸
牛
庵
」
と
か
「
蝸

庵
」
な
ど
と
称
す
る
癖
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
明
治
四
十
年
と
言
え
ば
、
角
田
柳
作
は
福
島
中
学
で
教
壇
に
立
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
（
福
島
中
学
を
離
任
し
た
の
は
明
治
四
十
一
年
八
月
）。「
台
北
」
と
は
、
ど
う
し
て
も
結
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び
つ
か
な
い
。
だ
か
ら
、「
破
魔
禅
は
角
田
柳
作
と
別
人
で
あ
る
」
と
す
る
の
が
、
妥
当
で
あ

ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
柳
井
久
雄
『
角
田
柳
作
』（
平
成
六
年
・
上
毛
新
聞

社
）
に
は
、
京
都
時
代
の
角
田
柳
作
の
生
活
に
つ
い
て
、「
し
か
し
、
学
問
に
ば
か
り
夢
中
で

生
活
は
苦
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
き
、
柳
作
は
台
湾
へ
の
移
民
を
考
え
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
」
と
い
う
聞
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
柳
井
が
角
田
柳
作
の
親
族
か
ら
直

接
に
取
材
し
た
内
容
で
あ
る
。
角
田
柳
作
に
は
、
台
湾
へ
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

筆
名
で
書
い
た
書
物
に
、
現
住
地
と
異
な
る
地
名
を
書
く
こ
と
が
絶
無
と
は
言
え
な
い
。

結
論
を
言
え
ば
、『
禅
と
活
動
』
は
、「
台
北
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
ゆ
え
に
、
そ
し
て
国
会

図
書
館
が
「
掘
内
文
二
郎
」
と
い
う
実
名
を
示
唆
し
て
い
る
ゆ
え
に
、「
破
魔
禅
＝
角
田
柳
作
」

説
に
は
不
利
な
要
素
が
圧
倒
的
に
多
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

４
　
「
育
英
社
」
と
「
河
合
文
港
堂
」
を
手
が
か
り
と
し
て

４
・
１
　
新
た
な
る
展
開

角
田
柳
作
の
著
作
と
推
定
さ
れ
た
『
恋
の
本
相
』
は
、「
育
英
社
」
を
著
者
代
表
と
し
、「
河

合
文
港
堂
」
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
こ
の
二
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
絞
り
込
み
、
実
際
に
書
物
を
通
読
し
て
「
文
体
」
か
ら
角
田
柳
作
と
思

わ
れ
る
も
の
を
残
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
五
冊
の
文
体
的
特
質
が
、
角
田
柳
作
の
著

述
と
似
て
い
る
も
の
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。

・
育
英
社
（
舟
霧
・
松
霞
）『
晴
川
春
草
・
歴
々
萋
々
』（
文
港
堂
、
明
治
三
十
三
年
二
月
）

・
舟
霧
・
松
霞
『
飛
花
落
葉
』（
育
英
社
、
明
治
三
十
三
年
三
月
）

・
松
霞
子
『
血
と
涙
』（
河
合
文
港
堂
、
明
治
三
十
三
年
八
月
）

・
無
腸
公
子
『
花
紅
柳
緑
誌
』（
河
合
文
港
堂
、
明
治
三
十
三
年
十
一
月
）

・
残
菊
『
せ
り
籠
』（
河
合
文
港
堂
、
明
治
三
十
四
年
六
月
）

さ
ら
に
、「
松
霞
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
す
れ
ば
、
次
の
書
が
発
見
さ
れ
た
。

・
松
霞
子
『
青
年
文
学
時
文
断
片
』（
武
田
交
盛
館
、
明
治
三
十
三
年
九
月
）

そ
し
て
、
松
霞
子
の
『
血
と
涙
』
に
は
、
復
刊
本
が
発
見
さ
れ
た
。

・
松
霞
子
『
血
と
涙
』（
小
谷
書
店
、
明
治
三
十
六
年
四
月
）

そ
れ
で
、
こ
の
書
物
の
版
元
で
あ
る
「
小
谷
書
店
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
調
べ
て
み
る
と
、

次
の
書
物
に
も
角
田
柳
作
の
文
体
と
共
通
す
る
側
面
が
発
見
で
き
た
。

・
無
禅
・
青
岑
『
思
想
と
人
物
』（
小
谷
書
店
、
明
治
三
十
六
年
四
月
）

こ
れ
ら
は
、
明
治
三
十
三
年
か
ら
明
治
三
十
六
年
ま
で
の
期
間
に
、
集
中
的
に
出
版
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
角
田
柳
作
が
京
都
か
ら
福
島
中
学
に
転
出
し
た
の
が
明
治
三
十
六
年
四
月

で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
彼
の
京
都
時
代
に
書
か
れ
た
著
書
と
考
え
れ
ば
矛
盾
は
な
い
こ
と
に
な

る
。ま

ず
、「
松
霞
」
と
い
う
筆
名
を
含
む
著
作
群
か
ら
、
そ
れ
ら
が
本
当
に
角
田
柳
作
の
著
作

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

４
・
２
　
『
晴
川
春
草
・
歴
々
萋
々
』

明
治
三
十
三
年
二
月
八
日
の
発
行
。
著
作
者
は
「
育
英
社
」
で
、
そ
の
代
表
者
は
「
河
合
卯

之
助
」。
発
行
者
は
「
文
港
堂
・
河
合
卯
之
助
」。
す
な
わ
ち
、「
河
合
文
港
堂
」
で
あ
る
。
印

刷
所
は
、「
京
都
市
下
京
区
油
小
路
通
松
原
上
ル
麓
町
拾
壱
番
地
」
の
「
仏
教
図
書
出
版
株
式

会
社
」。
育
英
社
が
仏
教
の
理
念
の
普
及
を
目
指
し
て
お
り
、
角
田
柳
作
が
真
言
宗
京
都
高
等

中
学
林
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
は
、「
晴
川
春
草
」
の
四
字
が
小
さ
く
に
二
行
に
分
け
て
印
刷
し
て
あ
り
、「
歴
々

萋
々
」
は
大
き
く
一
行
で
印
刷
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
晴
川
歴
々
、
春
草
萋
々
」
と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
。

内
容
は
、
全
部
で
二
十
五
編
の
エ
ッ
セ
イ
・
小
文
か
ら
な
る
。
目
次
に
よ
れ
ば
、
う
ち
六
編

が
「
舟
霧
」
と
い
う
筆
名
、
十
九
編
が
「
松
霞
」
と
い
う
筆
名
で
あ
る
。「
舟
霧
」
は
、
柿
本

人
麻
呂
の
名
歌
「
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に
島
隠
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ
」
に
依
る
の

で
あ
ろ
う
か
。「
松
霞
」
と
い
う
筆
名
は
、
ど
の
一
首
に
由
来
し
て
い
る
と
特
定
で
き
な
い
け

れ
ど
も
、『
万
葉
集
』
以
来
、
し
ば
し
ば
取
り
合
わ
さ
れ
て
き
た
「
松
」
と
「
霞
」
の
観
念
連

合
（
縁
語
）
に
依
る
の
だ
ろ
う
。

『
晴
川
春
草
・
歴
々
萋
々
』
を
読
む
と
、「
舟
霧
」
も
「
松
霞
」
も
、
ど
ち
ら
も
角
田
柳
作
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の
文
体
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
喞
々
た
る
虫
声
」「
宇
宙
の
大
観
」「
百
尺
竿
灯
」
な
ど
の
角

田
柳
作
の
愛
用
語
彙
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、「
舟
霧
＝
松
霞
＝
角
田
柳
作
」
と
い
う
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
文
中
に
し
ば
し
ば

出
る
著
者
の
実
人
生
な
ら
び
に
経
歴
に
つ
い
て
は
、
多
分
に
創
作
的
な
部
分
が
交
じ
っ
て
い
る

と
考
え
る
し
か
な
い
。「
盆
の
月
」
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
郷
里
に
帰
省
し
て
母
と
一
緒
に
、
姉

と
祖
父
の
墓
参
を
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
、「
故
郷
の
幽
泉
」
で
は
十
二
歳
の
時

に
二
歳
年
上
の
美
少
女
に
初
恋
を
抱
い
た
が
、
彼
女
は
ま
も
な
く
肺
炎
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
筆
名
で
書
か
れ
る
文
章
に
ど
こ
ま
で
著
者
の
実
人
生
が

あ
り
の
ま
ま
に
書
か
れ
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
が
、
一
応
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
く
。
ち
な
み
に
、

角
田
柳
作
は
、
父
が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
祖
父
と
母
に
育
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
姉
が

い
た
。

た
だ
し
、「
舟
霧
＝
松
霞
＝
角
田
柳
作
」
説
に
大
変
に
不
利
な
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
舟

霧
名
義
で
書
か
れ
た
「
片
道
三
里
」。
こ
こ
で
は
、「
荒
岩
」
と
い
う
四
股
名
の
大
相
撲
の
力
士

が
自
分
と
「
同
郷
」
な
の
で
関
心
が
あ
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
三
年
当
時
の
人
気

力
士
「
荒
岩
」
は
鳥
取
県
（
因
幡
）
の
出
身
で
あ
る
。「
片
道
三
里
」
に
は
、「
孤

」
と
い
う

角
田
柳
作
の
愛
用
語
彙
が
あ
る
の
で
、
「
舟
霧
＝
角
田
柳
作
」
と
認
定
し
た
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
「
荒
岩
と
同
郷
」
で
あ
る
と
い
う
記
述
を
ど
う
解
釈
す
る
か
、
大
い
に
悩
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

角
田
柳
作
が
真
言
宗
京
都
高
等
中
学
林
に
在
職
し
て
い
た
時
期
に
、
角
田
と
東
京
専
門
学
校

で
同
級
生
で
あ
っ
た
丹
生
實
栄
や
一
学
年
下
だ
っ
た
清
瀧
知
隆
ら
が
、
同
僚
と
し
て
、
あ
る
い

は
宗
門
内
で
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
彼
ら
角
田
柳
作
を
め
ぐ
る
グ
ル
ー
ブ
が
、「
舟
霧
」「
松

霞
」
な
ど
の
筆
名
を
名
乗
っ
た
の
か
と
も
推
測
可
能
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
終
わ
り
近
く
に
置
か
れ
た
「
歌
留
多
の
喧
嘩
」。
こ
れ
も
「
舟
霧
」
名
義

だ
が
、
あ
る
「
青
年
作
家
」
＝
「
一
文
学
者
」
の
告
白
を
口
語
文
で
紹
介
し
て
い
る
。
彼
は
、

隣
家
の
幼
な
じ
み
の
少
女
と
結
婚
し
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
に
は
三
つ
の
野
望
が
あ
り
、「
相

当
の
職
業
」「
得
意
の
妻
」「
不
朽
の
名
誉
」
の
獲
得
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
ず
「
得
意
の
妻
」
か

ら
実
現
し
た
の
だ
が
、
い
か
ん
せ
ん
「
相
当
の
職
業
」
に
就
く
以
前
だ
っ
た
の
で
、
恋
愛
結
婚

し
て
結
ば
れ
た
妻
も
、
愛
の
結
晶
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
も
貧
し
さ
に
あ
え
ぎ
、
自
分

は
「
幸
福
な
家
族
」
は
無
理
だ
と
悟
っ
た
。
野
望
に
は
、
そ
れ
を
実
現
す
べ
き
順
番
が
あ
っ
た

の
だ
、
社
会
的
地
位
を
得
る
前
の
早
す
ぎ
る
結
婚
は
よ
く
な
い
、
と
い
う
オ
チ
で
あ
る
。

角
田
柳
作
は
、
京
都
に
い
た
頃
、
や
す
夫
人
と
結
婚
し
た
。
彼
女
の
実
家
は
、
角
田
柳
作
の

実
家
の
す
ぐ
近
く
で
、
道
を
隔
て
た
東
の
家
だ
っ
た
と
い
う
。「
歌
留
多
の
喧
嘩
」
で
は
「
壁

隣
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
事
実
で
あ
る
。
も
し
「
舟
霧
」
が
角
田
柳
作
本
人
で
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
角
田
柳
作
の
親
友
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
こ
に
は
角
田
柳
作
の
京
都
時

代
の
文
学
者
と
し
て
の
焦
り
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
「
舟
霧
」
も
、
角

田
柳
作
の
影
響
で
ほ
ぼ
同
類
の
文
体
と
語
彙
を
も
っ
て
い
る
。「
舟
霧
＝
角
田
柳
作
」
と
し
た

ら
、
舟
霧
本
人
が
鳥
取
を
故
郷
だ
と
述
べ
て
い
る
点
を
ど
う
説
明
す
る
か
が
、
大
き
な
宿
題
と

し
て
残
る
。

こ
の
疑
問
さ
え
解
決
で
き
れ
ば
、「
舟
霧
」
も
「
松
霞
」
も
、
ど
ち
ら
と
も
角
田
柳
作
の
筆

名
だ
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

４
・
３
　
『
飛
花
落
葉
』

明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
五
日
発
行
。
著
作
者
は
、
育
英
社
。
そ
の
代
表
者
は
、
河
合
卯
之

助
。
発
行
者
は
、「
文
港
堂
・
河
合
卯
之
助
」。
正
確
な
書
名
は
『
散
文
韻
文
・
飛
花
落
葉
』
で

あ
る
。
韻
文
、
す
な
わ
ち
新
体
詩
が
含
ま
れ
て
い
る
。
浪
漫
的
な
色
調
の
詩
で
あ
る
。

全
部
で
三
十
四
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
執
筆
者
は
舟
霧
が
十
七
編
、
松
霞
が
十
七
編
と
、

半
分
ず
つ
の
割
り
振
り
と
な
っ
て
い
る
。
通
読
し
て
み
る
と
、
舟
霧
と
松
霞
は
同
一
の
文
体
で

あ
り
、
個
性
差
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
同
一
人
物
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
る
の
が
、
自

然
で
あ
る
。
そ
れ
が
角
田
柳
作
で
あ
れ
ば
、
民
友
社
退
社
後
の
角
田
柳
作
の
足
跡
を
発
掘
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
も
、
随
所
に
、「
喞
々
た
る
虫
声
」「
胸
中
鬱
勃
」
な
ど
の
角
田
柳

作
の
愛
用
語
彙
が
発
見
で
き
る
。

内
容
的
に
は
、
「
迷
へ
る
西
行
」
「
蕪
村
の
秋
」
「
菅
公
の
片
影
」
の
三
編
が
力
作
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
西
行
論
・
蕪
村
論
・
道
真
論
と
し
て
出
色
の
評
伝
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
角
田
柳
作

の
評
伝
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
て
い
る
の
が
、『
飛
花
落
葉
』
を
角
田
柳
作
の
著
作
と
認
定
す

る
最
大
の
根
拠
で
あ
る
。

ま
た
、
社
会
的
な
問
題
に
も
筆
は
及
ん
で
お
り
、「
蓄
妾
」
を
正
面
か
ら
批
判
し
た
り
、「
貧

民
」
へ
の
同
情
の
念
を
吐
露
す
る
な
ど
、
社
会
制
度
の
不
正
へ
の
告
発
も
見
ら
れ
る
。『
晴
川

春
草
・
歴
々
萋
々
』
よ
り
は
、
格
段
に
深
み
の
あ
る
著
書
で
あ
る
。
角
田
本
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
永
井
道
雄
の
証
言
に
よ
っ
て
、
若
か
り
し
角
田
柳
作
が
社
会
的
に
差
別
さ
れ
て
い
る
貧

民
の
救
済
を
志
し
た
事
実
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
、
東
京
専
門
学
校
を
卒
業

し
た
直
後
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
卒
業
し
た
明
治
二
十
九
年
七
月
か
ら
民
友
社
に
入
社
す

る
明
治
三
十
年
一
月
ま
で
に
は
、
半
年
間
し
か
な
い
。
あ
る
い
は
、
民
友
社
を
退
社
し
た
後
に

京
都
に
移
り
住
み
、
明
治
三
十
二
年
八
月
に
教
壇
に
立
つ
ま
で
の
間
の
こ
と
と
考
え
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
飛
花
落
葉
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な
角
田
柳
作
の
社
会
改
革
に
寄
せ
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る
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
。
彼
は
、
何
度
か
「
自
分
は
貧
民
の
味
方
だ
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を

し
て
い
る
。

こ
の
著
書
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
軟
骨
動
物
」
で
、
人
間
が
人
間
た
り
う
る
の
は
「
志
操
」

と
「
行
為
」
の
高
さ
に
依
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
無
く
し
た
人
間
は
軟
骨
動
物
と
異
な
ら
な

い
と
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
榎
本
其
角
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
赤
と
ん
ぼ
羽

根
を
取
た
ら
唐
辛
子
」
と
い
う
句
を
掲
げ
て
い
る
の
が
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
こ
の
句
は
、

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
明
治
二
十
一
年
に
上
梓
し
た
英
文
の
『
日
本
大
文
典
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の

で
、
出
典
は
未
詳
な
が
ら
諸
外
国
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
句
で
あ
る
。

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
著
書
の
ロ
ー
マ
字
表
記
を
平
仮
名
に
改
め
れ
ば
、「
あ
か
と
ん
ぼ
は
ね
を

と
っ
た
ら
と
う
が
ら
し
」「
と
う
が
ら
し
は
ね
を
つ
け
た
ら
あ
か
と
ん
ぼ
」。
前
者
が
其
角
の
句

で
、
後
者
が
芭
蕉
の
訂
正
し
た
句
だ
と
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
芭
蕉
の
全
集
に
も
、
こ
の
句
は
見

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
多
く
の
詩
人
や
政
治
家
が
、
こ
の
や
り
と
り
を
用

い
て
芭
蕉
の
俳
諧
の
真
髄
と
日
本
文
化
の
本
質
を
論
じ
て
い
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
こ
の
句
を

知
っ
た
契
機
が
何
で
あ
っ
た
か
、
わ
た
し
は
ま
だ
突
き
止
め
て
い
な
い
が
、
芭
蕉
を
深
く
愛
し

た
角
田
柳
作
ゆ
え
に
、
そ
し
て
英
語
に
堪
能
だ
っ
た
角
田
柳
作
ゆ
え
に
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
原

書
を
通
読
し
て
、
こ
の
句
を
印
象
深
く
記
憶
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

４
・
４
　
『
血
と
涙
』

明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
五
日
、
河
合
文
港
堂
の
発
行
。
著
作
者
は
「
育
英
社
」
で
、
そ
の

代
表
者
が
「
河
合
卯
之
助
」。
著
者
は
、「
松
霞
子
」。「
松
霞
」
に
「
子
」
が
加
わ
っ
て
い
る
が
、

「
松
霞
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
。

表
紙
は
、
荒
野
の
中
の
髑
髏
を
象
っ
た
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
た
だ
し
、
角
田
柳
作
の

著
書
で
あ
る
可
能
性
の
残
る
前
記
『
禅
と
活
動
』
の
末
尾
（
奥
付
の
直
前
）
に
も
、
骸
骨
の
挿

絵
が
あ
る
。
角
田
柳
作
は
、
一
休
な
ど
の
禅
僧
に
早
く
か
ら
親
し
ん
で
い
た
と
見
ら
れ
（
世
に

『
一
休
骸
骨
』
な
る
書
物
が
伝
わ
っ
て
い
る
）、
こ
の
『
血
と
涙
』
の
骸
骨
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
そ

の
一
休
へ
の
嗜
好
の
反
映
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
序
文
で
は
、
い
さ
さ
か
お
ど
ろ
お
ど

ろ
し
く
、
こ
の
小
冊
子
の
中
に
は
「
鬼
魔
が
血
涙
の
痕
跡
」
が
残
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
書
い
て

い
る
。

内
容
は
、
短
い
社
会
評
論
エ
ッ
セ
イ
の
集
成
で
あ
る
。
角
田
柳
作
の
著
作
だ
と
す
れ
ば
、
彼

の
社
会
改
革
へ
の
志
の
高
さ
と
、
青
年
へ
の
期
待
を
切
々
と
吐
露
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以

下
、
注
目
点
を
挙
げ
て
ゆ
こ
う
。

か
つ
て
角
田
柳
作
は
、
幕
末
の
『
雲
井
龍
雄
』
を
論
じ
て
い
る
が
、
本
書
で
も
二
箇
所
に
雲

井
龍
雄
の
名
前
が
肯
定
的
に
出
て
い
る
。

本
書
に
「
人
爵
か
天
爵
か
」
と
い
う
問
題
意
識
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
角
田
柳

作
が
『
詩
人
西
行
』
な
ど
で
問
題
と
し
て
い
た
視
点
で
あ
り
、
そ
の
時
に
用
い
た
語
彙
で
あ
る
。

足
尾
銅
山
の
公
害
問
題
に
言
及
し
た
り
、
被
差
別
問
題
の
解
決
を
祈
っ
た
り
、
女
性
の
地
位

向
上
に
言
及
し
た
り
し
て
い
る
の
は
、
角
田
柳
作
の
基
本
姿
勢
と
一
致
す
る
。
特
に
、「
才
女

の
務
」
で
屋
代
弘
賢
が
娶
っ
た
ば
か
り
の
妻
に
送
っ
た
手
紙
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
角
田
柳

作
が
民
友
社
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
角
田
が
勤
務

し
て
い
た
頃
の
『
家
庭
雑
誌
』
に
、
ほ
か
な
ら
ぬ
屋
代
弘
賢
の
こ
の
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

「
神
聖
文
学
」
で
、
現
今
の
文
学
は
肉
慾
と
不
潔
に
満
ち
て
お
り
、
詐
欺
・
誹
謗
・
姦
淫
・

放
蕩
・
偽
善
・
虚
飾
ば
か
り
だ
と
嘆
き
、
神
聖
な
文
学
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
角
田
柳
作
が
時
代
の
堕
落
に
抵
抗
し
て
純
潔
と
高
潔
を
守
り
抜
い
た
紫
式
部
・
清
少

納
言
・
西
行
・
兼
好
を
高
く
評
価
し
、
時
代
と
共
に
堕
落
し
た
西
鶴
を
痛
罵
し
た
『
井
原
西
鶴
』

を
書
い
た
こ
と
と
同
じ
価
値
観
の
表
明
で
あ
る
。

最
後
に
、「
人
間
の
不
具
」
は
興
味
深
い
問
題
を
含
む
の
で
、
全
文
を
引
用
し
て
み
る
。

縦
令
不
具
な
れ
ば
と
て
、
草
木
や
蘆
竹
の
不
具
な
る
は
、
却
り
て
値
打
あ
る
も
の
な
れ
ど

も
人
間
の
不
具
な
る
も
の
に
至
り
て
は
あ
は
れ
に
も
又
あ
は
れ
な
ら
ず
や
。

こ
こ
で
、
著
者
（
松
霞
子
＝
松
霞
＝
角
田
柳
作
）
は
、『
徒
然
草
』
第
百
五
十
四
段
を
念
頭

に
思
い
浮
か
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
人
（
注
、
日
野
資
朝
）
東
寺
の
門
に
雨
宿
り
せ
ら
れ
た
り
け
る
に
、
か
た
は
者
ど

も
の
集
ま
り
ゐ
た
る
が
、
手
も
足
も
捩
ぢ
ゆ
が
み
、
う
ち
返
り
て
、
い
づ
く
も
不
具
に
異

様
な
る
を
見
て
、
と
り
ど
り
に
類
な
き
曲
者
な
り
、
尤
も
愛
す
る
に
足
れ
り
と
思
ひ
て
、

目
守
り
給
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
や
が
て
そ
の
興
尽
き
て
、
見
に
く
く
、
い
ぶ
せ
く
覚
え
け
れ

ば
、
た
だ
素
直
に
珍
し
か
ら
ぬ
物
に
は
如
か
ず
と
思
ひ
て
、
帰
り
て
後
、
こ
の
間
、
植
木

を
好
み
て
、
異
様
に
曲
折
あ
る
を
求
め
て
、
目
を
喜
ば
し
め
つ
る
は
、
か
の
か
た
は
を
愛

す
る
な
り
け
り
と
、
興
な
く
覚
え
け
れ
ば
、
鉢
に
植
ゑ
ら
れ
け
る
木
ど
も
、
皆
掘
り
捨
て

ら
れ
に
け
り
。

さ
も
、
あ
り
ぬ
べ
き
こ
と
な
り
。

松
霞
子
は
、
す
な
わ
ち
角
田
柳
作
は
、
早
く
『
兼
好
法
師
』
と
い
う
著
作
も
あ
り
、
若
く
か

ら
『
徒
然
草
』
に
親
し
ん
で
き
た
。
当
然
、
こ
の
第
百
五
十
四
段
の
内
容
も
知
悉
し
て
い
た
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
第
百
五
十
四
段
に
は
、
納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ
と
納
得
で
き
る
と
こ
ろ

の
両
面
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。『
血
と
涙
』
の
「
あ
は
れ
に
も
又
あ
は
れ
な
ら
ず
や
」
と
い
う
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文
章
に
は
、
社
会
改
革
を
志
し
、
社
会
的
弱
者
へ
熱
い
思
い
を
抱
い
て
き
た
角
田
柳
作
の
心
が

脈
打
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
『
血
と
涙
』
は
、
後
に
再
刊
さ
れ
た
。
奥
付
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
六
年
四
月

十
日
発
行
。
著
作
者
の
「
英
育
社
」
は
、「
育
英
社
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
か
。
発
行
所
は
、
大

阪
市
東
区
心
斎
橋
通
の
「
小
谷
書
店
」
。
発
売
所
は
、
東
京
の
「
金
刺
書
店
・
岡
崎
屋
書
店
」
、

京
都
の
「
河
合
書
店
・
便
利
堂
書
店
」、
大
阪
の
「
小
谷
分
店
」
の
五
箇
所
で
あ
る
。

『
血
と
涙
』
の
初
刊
と
再
刊
を
比
較
し
て
み
る
と
、
本
文
の
組
み
方
や
挿
絵
の
使
い
方
は
、

ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
違
っ
て
い
る
。
初
刊
で
は
、『
血
と

涙
』
の
「
と
」
が
変
体
仮
名
の
「
と
」（「
登
」
と
い
う
字
の
草
書
体
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

再
刊
は
通
常
の
平
仮
名
の
「
と
」
で
あ
る
。
ま
た
、
初
刊
で
は
野
辺
に
置
か
れ
た
髑
髏
が
印
象

的
だ
っ
た
が
、
再
刊
で
は
こ
の
絵
は
消
滅
し
た
。

４
・
５
　
『
青
年
文
学
・
時
文
断
片
』

明
治
三
十
三
年
七
月
二
十
五
日
発
行
。
著
作
者
は
、「
松
霞
子
」。
発
行
者
は
、「
武
田
福
蔵
」。

発
行
書
肆
は
、
大
阪
市
東
区
の
「
武
田
交
盛
館
」。
表
紙
に
は
、
漢
字
以
外
に
も
、
ロ
ー
マ
字

で
「T

H
E

SH
O

K
A

SH
IC

H
O

K
O

SE
IK

A
N

H
A

K
K

O

」
と
あ
る
。「
松
霞
子
著
　
交
盛
館
発
行
」

と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。

冒
頭
に
、「
後
園
の
藤
架
に
紫
雲
い
と
艶
な
る
時
、
京
都
鴨
川
の
ほ
と
り
に
、
編
者
識
」
と

し
て
、
序
文
が
載
っ
て
い
る
。
「
編
者
識
」
と
あ
る
よ
う
に
、
目
次
を
見
れ
ば
、
「
歐
蒲
公
」

「
青
岑
」「
愚
哉
」「
松
霞
」「
松
風
」
と
い
う
五
つ
の
筆
名
で
、
二
十
六
の
散
文
・
韻
文
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
著
書
に
見
え
な
い
新
た
な
筆
名
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
す
べ
て

同
一
人
物
の
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
角
田
柳
作
を
中
心
と
す
る
グ
ル

ー
プ
な
の
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
箇
所
を
列
挙
す
る
。

「
盲
詩
人
が
失
楽
園
」（「
青
岑
」
筆
）
で
は
、
最
近
の
文
壇
で
は
「
源
語
を
読
ま
ず
し
て
紫

女
を
喋
々
」
す
る
不
届
き
者
が
増
え
て
き
た
と
批
判
し
た
後
で
、
批
評
の
際
の
心
構
え
と
し
て

「
マ
コ
ー
レ
ー
」
の
名
前
を
出
し
て
「
崇
拝
的
賛
辞
」
の
み
で
は
「
無
瑕
」
で
は
あ
り
え
な
い

と
述
べ
る
。
角
田
柳
作
に
『
紫
式
部
』
と
い
う
著
書
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
マ
コ
ー
レ
ー
』

の
指
し
示
し
た
「
欠
点
も
あ
げ
つ
ら
う
」
評
伝
が
必
要
だ
と
い
う
角
田
柳
作
の
信
念
が
、
こ
こ

で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
俳
諧
景
情
」（「
青
岑
」
筆
）
で
は
、
其
角
と
芭
蕉
の
「
赤
蜻
蛉
羽
を
取
た
ら
蕃
椒
」「
蕃

椒
羽
を
附
た
ら
赤
蜻
蛉
」
の
句
を
引
用
し
て
い
る
。『
飛
花
落
葉
』
と
共
通
す
る
素
材
で
あ
る
。

「
お
ら
が
秋
」（「
青
岑
」
筆
）
は
、
脚
気
を
患
っ
た
こ
と
か
語
ら
れ
（
こ
の
病
名
は
『
恋
の

本
相
』
で
も
触
れ
て
あ
っ
た
）、
転
地
療
法
の
た
め
「
伊
山
」
に
赴
い
た
と
さ
れ
る
。「
伊
州
」

「
韓
山
」「
天
神
の
鐘
」「
久
米
川
」「
山
溪
寺
」「
法
主
」「
万
福
寺
」
な
ど
の
固
有
名
詞
が
出
て

く
る
が
、
こ
の
「
伊
山
」
が
ど
こ
で
あ
る
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
（
朝
鮮
半
島
の
よ
う
で
も
あ

る
）。
こ
の
場
所
が
著
者
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
家
も
な
く
友
も
い
な
い
の
で
、「
似

而
非
故
郷
」
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
叙
述
が
真
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
青
岑
」

は
群
馬
生
ま
れ
の
角
田
柳
作
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

「
パ
レ
ッ
ト
と
ペ
ン
」（「
青
岑
」
筆
）
は
、「
花
は
盛
り
に
月
は
隈
な
き
を
見
る
も
の
か
は
」

と
、
『
徒
然
草
』
の
名
文
を
引
用
し
て
い
る
。
角
田
柳
作
と
『
徒
然
草
』
の
関
係
の
深
さ
は
、

こ
れ
ま
で
で

述
し
た
。
ま
た
、
こ
の
「
パ
レ
ッ
ト
と
ペ
ン
」
の
終
わ
り
の
部
分
に
も
、
兼
好

の
人
間
性
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
る
。

「
小
天
地
」（「
松
霞
」）
に
は
、「
舟
霧
」「
無
禅
」
と
い
う
俳
句
作
者
の
名
前
が
あ
る
。「
舟

霧
」
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。「
無
禅
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
筆
名
が
角
田
柳
作
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
「
無
禅
」
で
も
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
検
索
す
る
必
要
性
が

生
じ
た
。

「
楽
天
厭
世
及
び
洒
脱
」（「
松
霞
筆
」）
に
は
、
著
者
が
「
一
葉
女
史
」
の
小
説
を
愛
読
し

て
い
る
と
語
ら
れ
る
。
角
田
柳
作
は
、
実
名
で
書
い
た
『
井
原
西
鶴
』
で
も
『
書
斎
・
学
校
・

社
会
』
で
も
、
樋
口
一
葉
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
文
章
で
、
近
松
門
左
衛
門
を

高
く
評
価
し
て
い
る
の
は
、『
井
原
西
鶴
』
と
同
じ
批
評
軸
で
あ
る
。

「
冥
途
の
飛
脚
」（「
松
風
」
筆
）
で
、
こ
の
作
品
の
詳
細
は
「
坪
内
博
士
」
や
「
早
稲
田
流

の
諸
子
」
の
説
を
参
考
に
せ
よ
と
述
べ
て
い
る
。
角
田
柳
作
は
、
東
京
専
門
学
校
の
第
四
期
卒

業
生
で
、
坪
内
逍
遥
に
も
学
ん
だ
し
、
早
稲
田
流
の
諸
子
と
は
面
識
が
あ
っ
た
。

「
山
家
の
夕
さ
り
」（「
松
風
」
筆
）
で
は
、
詳
し
く
西
行
論
を
展
開
し
て
い
る
。『
詩
人
西

行
』
と
基
本
的
に
同
じ
見
方
で
あ
る
。

「
読
書
楽
」（「
松
風
」
筆
）
で
は
、「
紅
顔
朝
に
端
麗
を
誇
る
も
、
夕
に
は
空
し
く
髑
髏
草

場
の
霧
に
咽
ぶ
」
と
い
う
、
角
田
柳
作
の
愛
用
す
る
慣
用
句
が
使
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
巻
末
に
は
、「
九
月
発
行
の
予
告
」
と
し
て
、「
支
心
庵
無
禅
子
編
」
の
『
時
文
の
資

料
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
未
見
で
あ
り
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
も
収

録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
も
し
刊
行
さ
れ
て
い
れ
ば
、
角
田
柳
作
著
作
リ
ス
ト
の
候
補
に
、

更
に
も
う
一
冊
加
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
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４
・
６
　
『
花
紅
柳
緑
誌
』

明
治
三
十
三
年
十
一
月
十
日
発
売
。
著
作
者
は
、「
育
英
社
」。
そ
の
代
表
者
は
、「
河
合
卯

之
助
」。
発
行
者
も
、「
河
合
卯
之
助
」。
発
行
所
は
、「
河
合
文
港
堂
」。
著
者
名
は
、
表
紙
な

ど
で
、「
無
腸
公
子
」
と
さ
れ
て
い
る
。

序
文
で
は
、
自
分
が
病
気
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、「
痩
蛙
負
け
る
な
一
茶
是
に
在
り
」
の
句

を
引
用
し
て
、
み
ず
か
ら
へ
の
励
ま
し
と
し
て
い
る
。
角
田
柳
作
の
小
林
一
茶
へ
の
関
心
は
高

く
、
何
度
も
そ
の
著
書
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
明
治
卅
三
年
八
月
、
予
の
道
後
浴
楼

上
に
て
、
無
腸
公
子
誌
」
と
あ
る
の
は
、
著
者
が
角
田
柳
作
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
持
病
の
脚

気
の
療
養
の
た
め
に
伊
予
の
道
後
温
泉
を
訪
れ
た
際
に
記
し
た
も
の
、
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う

か
。そ

も
そ
も
、
タ
イ
ト
ル
の
「
花
紅
柳
緑
」
が
典
型
的
な
角
田
柳
作
の
愛
用
語
で
あ
っ
た
し
、

「
錦
心
Ò
腸
」「
千
紫
万
紅
」「
人
爵
」
と
い
う
角
田
柳
作
の
愛
用
語
彙
も
見
ら
れ
る
。
文
体
も

美
文
調
の
文
語
文
で
あ
り
、
他
の
角
田
の
著
作
群
と
同
一
で
あ
る
。「
恋
の
本
相
」
と
い
う
言

葉
も
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
同
時
期
に
「
浪
の
奴
島
」
と
い
う
筆
名
で
書
か
れ
た
『
恋
の
本

相
』
と
い
う
単
行
本
の
タ
イ
ト
ル
と
重
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
美
人
の
貞
操
」
で
、「
黄
鳥
は
、
声
の
錦
蛮
（「
麗
」
の
誤
植
か
）
た
る
が
為
め
に

死
し
、
孔
雀
は
、
其
姿
の
嬋
娟
の
為
め
に
滅
ぶ
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
角
田
柳
作
の
処
女

作
と
い
う
べ
き
『
紫
式
部
』
で
、「
孔
雀
は
其
の
形
の
華
麗
な
る
が
為
め
に
捕
は
れ
、
黄

は

其
の
声
の
美
な
る
が
為
め
に
往
々
命
を
落
と
す
こ
と
あ
り
」
と
あ
る
の
と
同
一
の
発
想
で
あ
り
、

同
一
の
文
体
で
あ
る
。

本
書
を
、
内
容
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。

「
中
将
業
平
論
」「
高
僧
の
恋
」
は
、
実
に
詳
細
な
業
平
や
西
行
の
評
伝
で
あ
り
、
角
田
柳

作
の
人
物
評
伝
の
ス
タ
イ
ル
と
一
致
す
る
。

「
重
盛
の
忠
孝
の
観
念
」
は
、
破
魔
禅
と
い
う
筆
名
の
人
物
が
書
い
た
『
偉
人
修
養
史
』
の

「
平
重
盛
の
『
沈
勇
』」
と
重
な
る
内
容
で
あ
る
。

「
歌
塚
」
で
、『
徒
然
草
』
に
あ
る
久
米
の
仙
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
し
て
い
る
が
、
角

田
柳
作
と
『
徒
然
草
』
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
。

巻
末
の
「
白
雲
紅
霓
録
」
は
、
滝
沢
馬
琴
論
で
あ
る
が
、
角
田
柳
作
は
他
著
で
も
馬
琴
を
論

じ
て
い
る
。
こ
の
論
は
、
与
田
学
海
の
説
へ
の
批
判
を
出
発
点
と
し
て
い
る
が
、
角
田
の
『
兼

好
法
師
』
も
水
谷
不
倒
へ
の
批
判
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
角
田
の
文
学
観
の
根
底
は
、
芸
術
的

な
観
点
と
は
違
い
、
道
徳
的
な
頽
廃
堕
落
を
嫌
悪
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
を
称
賛
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
そ
の
基
本
姿
勢
は
、
こ
の
馬
琴
論
で
も
貫
か
れ
、
そ
の
立
場
か
ら
作
中
人
物
が

論
じ
ら
れ
、
主
題
が
論
じ
ら
れ
、
作
者
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

４
・
７
　
『
せ
り
籠
』

明
治
三
十
四
年
六
月
十
日
の
発
売
。
奥
付
の
著
作
者
は
、
「
残
菊
」
。
発
行
者
は
、
「
文
港

堂
・
河
合
卯
之
助
」。
こ
れ
ま
で
角
田
柳
作
か
と
推
測
さ
れ
る
人
物
が
河
合
文
港
堂
か
ら
出
し

て
い
た
本
の
著
作
者
は
、
奥
付
で
は
「
育
英
社
」
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
本
書
は
「
残
菊
」
と

さ
れ
て
い
る
。

書
名
は
、
正
式
に
は
『
鴨
涯
文
学
・
せ
り
籠
』
で
あ
る
。

本
書
は
、
か
な
り
本
格
的
な
美
術
論
を
含
む
芸
術
論
で
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
よ
り
は
論

文
に
近
く
、
著
者
が
角
田
柳
作
だ
と
す
れ
ば
、
彼
の
意
気
込
み
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
が
、

「
残
菊
」
と
い
う
一
回
切
り
の
筆
名
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

例
に
よ
っ
て
角
田
柳
作
の
愛
用
語
彙
を
捜
す
と
、「
虫
声
喞
々
」
な
ど
が
見
つ
か
る
。
こ
れ

以
外
に
も
、
文
語
文
と
し
て
、
角
田
調
と
い
う
か
角
田
節ぶ
し

が
鳴
り
響
い
て
い
る
。

「
文
学
平
等
論
」
と
い
う
文
章
で
、
著
者
の
「
残
菊
」
は
、
古
今
東
西
の
あ
ら
ゆ
る
文
学
に

は
普
遍
性
が
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
外
国
文
学
も
、
古
典
も
、
現
代
日
本
人
が

感
動
し
共
感
で
き
る
の
だ
、
と
。
も
し
も
「
残
菊
＝
角
田
柳
作
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
角

田
柳
作
の
評
論
の
根
底
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
彼
の
研
究
の
初
心
が
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

彼
は
、
後
に
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
か
。
そ
し
て
、
何
の
た
め
に
外
国
人
に
日
本
の
古
典
文

化
を
教
え
た
の
か
。
こ
の
「
文
学
平
等
論
」
に
こ
そ
、
評
論
家
・
研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
の

角
田
柳
作
の
初
心
が
あ
る
と
考
え
て
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。

「
日
本
の
『
ヘ
ロ
ー
、
ウ
ン
ト
、
レ
ア
ン
デ
ル
』」
と
い
う
文
章
で
、
著
者
が
か
つ
て
数
箇

月
「
山
陰
の
一
漁
村
」
に
遊
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
必
ず
し
も
、
山
陰
が
郷
里
だ
と
は
書
か

れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
角
田
が
脚
気
治
療
の
た
め
に
山
陰
へ
温
泉
治
療
に
赴
い
た
こ
と
が
、

因
幡
を
「
故
郷
」
と
述
べ
た
『
青
年
文
学
・
時
文
断
片
』
の
誇
張
表
現
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

巻
末
に
は
、
ア
ス
ト
ン
の
『
日
本
文
学
史
』
の
中
か
ら
『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
箇
所
を
翻

訳
し
て
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ラ
フ
カ
ヂ
オ
・
ヘ
ル
ン
（
小
泉
八
雲
）
の
「
京
都
雜
観
」
を

翻
訳
し
て
載
せ
て
い
る
。「
残
菊
＝
角
田
柳
作
」
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
英
語
に
堪
能
で
、
な
お

か
つ
『
源
氏
物
語
』
に
深
い
関
心
を
持
つ
角
田
柳
作
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
翻
訳
が
可
能
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ア
ス
ト
ン
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
り
な
が
ら
、
優
れ
た
日
本
文
学
の

通
史
を
書
い
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
並
ぶ
、
外
国
人
の
日
本
文
学
研
究
の
草
分
け
で
あ
る
。
そ
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れ
に
感
動
す
る
角
田
柳
作
の
姿
勢
こ
そ
、
後
に
彼
を
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
於
け
る
壮
大
な

日
本
学
構
築
者
へ
と
変
貌
せ
し
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ハ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
角
田
が
ハ
ワ
イ
滞
在
時
代
に
実
名
で
書
い
た
『
書
斎
・
学
校
・
社
会
』

の
中
で
何
度
も
言
及
し
て
い
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

４
・
８
　
『
思
想
と
人
物
』

表
紙
に
著
者
名
は
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
の
巻
頭
に
、「
支
心
庵
主
無
禅
、
春
秋
庵

主
青
岑
編
」
と
あ
る
。
二
人
の
共
著
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
が
、
例
に
よ
っ
て
文
体
の
区
別
は

で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
角
田
柳
作
の
筆
名
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。

奥
付
は
、
前
に
紹
介
し
た
『
血
と
涙
』
の
再
刊
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
発
行
日
も
、『
血

と
涙
』
と
同
じ
で
、
明
治
三
十
六
年
四
月
十
日
。
著
作
者
は
「
英
育
社
」
と
あ
る
が
、「
育
英

社
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、『
血
と
涙
』
再
刊
本
も
「
英
育
社
」
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
誤
植
で
は
な
く
意
図
的
に
「
育
英
社
」
と
違
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

発
行
所
は
、
大
阪
市
東
区
心
斎
橋
通
の
「
小
谷
書
店
」
。
発
売
所
は
、
東
京
の
「
金
刺
書

店
・
岡
崎
屋
書
店
」、
京
都
の
「
河
合
書
店
・
便
利
堂
書
店
」、
大
阪
の
「
小
谷
分
店
」
の
五
箇

所
で
あ
る
。

第
一
編
が
「
政
治
家
及
武
人
」
二
十
八
人
、
第
二
編
が
「
漢
学
者
及
詩
人
」
十
七
人
、
第
三

編
が
「
和
学
者
及
歌
人
」
七
人
、
第
四
編
が
「
戯
作
者
及
俳
人
」
十
四
人
、
第
五
編
が
「
技
芸

家
及
優
人
」
二
十
六
人
、
第
六
編
が
「
雑
」
四
十
四
人
、
合
計
で
百
三
十
六
人
の
小
伝
で
あ
る
。

一
人
一
人
の
簡
略
な
経
歴
が
記
さ
れ
た
後
で
、
そ
の
人
物
の
残
し
た
和
歌
や
漢
詩
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
今
様
と
か
狂
歌
と
か
端
唄
な
ど
の
軽
い
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。

５
　
空
白
を
埋
め
る
試
み

前
稿
で
は
、
角
田
柳
作
の
活
発
な
著
述
活
動
の
う
ち
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
五
日
か
ら
明

治
三
十
年
七
月
二
十
三
日
ま
で
の
七
冊
を
突
き
止
め
た
。

本
稿
で
は
、
国
会
図
書
館
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
十
二
万
七
千
冊
中
か
ら
、
既

に
十
数
冊
を
角
田
柳
作
の
著
作
で
あ
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
も
の
と
し
て
認
定
し
た
。
そ

れ
ら
の
書
物
の
発
行
期
間
は
、
明
治
三
十
三
年
二
月
八
日
か
ら
明
治
四
十
一
年
七
月
九
日
ま
で

に
及
ん
で
い
た
。

角
田
柳
作
が
仙
台
一
中
を
離
れ
て
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
の
は
明
治
四
十
二
年
五
月
で
あ
る
か
ら
、

彼
の
日
本
国
内
で
の
著
述
活
動
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て
き
た
と
考
え
て
よ
い
。
け
れ
ど
も
、

わ
た
し
に
は
大
き
な
疑
問
が
残
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
角
田
柳
作
が
民
友
社
を
離
れ
て
か

ら
、
真
言
宗
京
都
高
等
中
学
林
に
赴
任
す
る
ま
で
の
期
間
の
著
作
が
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
十
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
明
治
三
十
三
年
二
月
七
日
ま
で

の
二
年
半
の
空
白
が
気
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
持
続
し
て
き
た

角
田
柳
作
に
、
足
か
け
三
年
間
の
著
作
の
空
白
が
あ
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
十
二
万
七
千
冊
の
中
に
は
、
こ
の
期
間
に
角
田
柳
作
が
書

き
表
し
た
著
作
物
が
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
て
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら

か
に
な
っ
た
十
九
冊
の
発
行
元
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
思
い
つ
く
限
り
入
力
し
て
、
検
索
を
試

み
た
。

そ
の
結
果
、「
池
元
半
之
助
」
と
い
う
人
物
が
浮
上
し
て
き
た
。
そ
の
契
機
は
、
小
谷
書
店

発
行
の
『
血
と
涙
』
（
再
刊
本
）
と
『
思
想
と
人
物
』
の
「
発
売
元
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た

「
岡
崎
屋
書
店
」
で
あ
っ
た
。「
岡
崎
屋
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
し
た
結
果
、
六
十
三
冊

の
書
物
が
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
で
き
た
。
そ
れ
ら
を
通
読
し
て
ゆ
く
と
、
そ
れ
ほ
ど
期
待
せ
ず
に

読
ん
だ
「
池
元
半
之
助
」
と
い
う
著
者
の
『
側
面
観
』
が
、
角
田
柳
作
の
文
体
と
近
似
し
て
い

る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
は
、「
池
元
半
之
助
」
あ
る
い
は
「
池
元
」
で
検
索
し
た
結
果
、
次
の
九
冊
が
浮

上
し
て
き
た
。

・
池
元
半
之
助
『
溪
韻
松
声
』（
文
禄
堂
、
明
治
三
十
二
年
七
月
）

・
池
元
半
之
助
『
魔
言
録
』（
小
美
文
舎
、
明
治
三
十
二
年
九
月
）

・
池
元
半
之
助
『
嗚
呼
古
英
雄
』（
文
禄
堂
、
明
治
三
十
二
年
九
月
）

・
池
元
半
之
助
『
側
面
観
』（
岡
崎
屋
、
明
治
三
十
二
年
十
月
）

・
池
元
半
之
助
『
嗚
呼
古
英
雄
　
続
』（
文
禄
堂
、
明
治
三
十
三
年
二
月
）

・
池
元

鹿
庵
『
英
雄
僧
日
蓮
』（
新
声
社
、
明
治
三
十
六
年
四
月
）

・
池
元
半
之
助
『
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
戦
争
主
義
』（
春
山
房
、
印
刷
は
民
友
社
、
明
治
三
十
六
年

七
月
）

・
池
元

鹿
庵
『
英
雄
僧
日
蓮
』（
文
学
同
志
会
大
阪
支
部
、
明
治
三
十
八
年
三
月
）

・
池
元
半
之
助
『
嗚
呼
古
英
雄
・
続
嗚
呼
古
英
雄
』（
前
川
文
栄
閣
・
服
部
書
店
、
明
治
四
十

三
年
九
月
）
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そ
し
て
、『
嗚
呼
古
英
雄
』
と
類
似
す
る
書
名
で
、
同
じ
出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
次
の
書

物
も
、
池
元
半
之
助
の
著
述
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

・
山
形
二
星
『
嗚
呼
古
遊
君
』（
文
禄
堂
、
明
治
三
十
四
年
三
月
）

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
池
元
に
は
こ
の
他
に
も
何
冊
か
の
俳

諧
書
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

・
『
新
編
俳
句
雄
篇
』（
東
京
尚
栄
堂
、
明
治
三
十
五
年
一
月
。
な
お
、
岡
崎
屋
か
ら
出
版
さ

れ
た
版
も
あ
る
模
様
）

も
し
も
「
池
元
半
之
助
＝
角
田
柳
作
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
著
作
に
よ
っ
て
、
角

田
柳
作
の
年
譜
の
空
白
が
ほ
ぼ
完
璧
に
埋
ま
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、「
池
元
半
之
助
」「
池
元

鹿
庵
」
に
つ
い
て
は
、『
堺
利
彦
自
伝
』
に
名
前
が
出

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
福
岡
出
身
で
あ
る
こ
と
、
福
岡
日
日
新
聞
の
記
者
を
務
め
、
後
に

東
京
で
区
会
議
員
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ど
う
考
え
て
も
角
田
柳
作
と
は
別
人
で

あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
筆
名
の
付
け
方
も
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
緑
亭
主
人
」

「
中
龍
児
」「
浪
の
奴
島
」「
壺
天
禅
洞
」
な
ど
と
は
違
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
期
間
の
角
田
柳
作
の
年
譜
の
空
白
は
、
ま
だ
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

前
稿
に
引
き
続
き
、
筆
名
で
書
か
れ
た
角
田
柳
作
の
著
作
を
発
掘
す
る
作
業
を
行
っ
て
き
た
。

結
果
と
し
て
、
少
な
く
と
も
数
冊
、
多
け
れ
ば
約
十
冊
の
著
書
が
角
田
柳
作
の
著
作
で
は
な
い

か
と
強
く
推
定
さ
れ
た
。

少
な
く
と
も
、『
恋
の
本
相
』
と
『
徒
然
草
と
兼
好
』
の
二
冊
は
、
蓋
然
性
が
き
わ
め
て
高

い
。そ

し
て
、「
台
北
で
執
筆
し
た
こ
と
」
と
あ
る
こ
と
や
、「
因
幡
が
郷
里
で
あ
る
こ
と
」「
伊

山
の
近
く
が
郷
里
だ
」
と
書
か
れ
れ
て
い
る
こ
と
を
ク
リ
ヤ
ー
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
多
数
の
角

田
柳
作
の
著
作
が
判
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、「
育
英
社
」
か
ら
集
中
的
に
出
版
さ
れ
た

著
作
群
に
は
、
角
田
柳
作
の
愛
用
語
彙
が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
が
角
田
柳
作
の
著
作

で
な
い
と
す
る
の
は
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
。

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
や
ア
ス
ト
ン
や
ハ
ー
ン
と
い
う
、
外
国
人
に
よ
る
日
本
文
化
研
究
草
創
期
の

大
家
た
ち
の
著
作
に
興
味
を
持
ち
、
古
今
東
西
の
文
学
・
芸
術
の
普
遍
性
を
主
張
し
、
文
化
研

究
は
社
会
改
革
に
寄
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
志
を
持
っ
た
人
物
。
そ
れ
ら
が
、

「
角
田
柳
作
の
筆
名
」
と
想
定
さ
れ
る
著
作
群
に
共
通
す
る
著
者
の
輪
郭
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
教
壇
に
立
っ
た
角
田
柳
作
の
「
初
心
」
あ
る
い
は
「
素
志
」
で
あ

た
こ
と
を
、
強
く
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

今
後
、
さ
ら
に
研
究
を
続
け
、
角
田
柳
作
の
日
本
滞
在
時
の
業
績
を
発
掘
し
て
ゆ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

195 角田柳作の年譜の空白を埋める　─その渡米以前の旺盛な著述活動─
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In quest of Japanese cultural studies:
TSUNODA Ryusaku and his newly discovered publications before his

American period

Keiji SHIMAUCHI

Abstract

TSUNODA Ryusaku (1877~1964), for many years since 1928 the Director of Center for Japanese

Studies, Columbia University, is well known as a teacher of many distinguished Japanologists such

as Donald Keen. His work prior to the visit to America, however, had been less known except

Ihara Saikaku and two translations until my essay,‘Discovery of six books by Tsunoda Ryusaku’,

Bulletin of the University of Electro-Communications, vol. 16, no. 2, January 2004, identified his

six other books besides Ihara Saikaku under several pseudonyms.

This essay will introduce and discuss another ten more books, written presumably by Tsunoda

also under pseudonyms. The analysis of these writings will reveal that his understanding of

Japanese culture quickly deepened by incorporating the results of the sociological and religious

studies of Japan and that they had become the foundation of his Japanese cultural studies in

America.
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